
















































 第４章では、九州・沖縄地方の 86 都市を対象に、36 項目の住環境に関連するアイテ
ムを抽出し、数量化理論Ⅲ類とクラスター分析とを組み合わせた手法による住環境評価
を行った結果について述べた。また、数量化理論Ⅲ類を用いた解析の問題点である解析
結果の妥当性を示すために、サンプルスコアを用いた都市の分類結果との比較を行い、
結果の妥当性を明らかにした。 
 第５章では、長崎市中心部の市街地を対象として行った通風環境の分析および評価結
果について述べた。まず、風況シミュレーションソフト MASCOT を用い、長崎市中心
部の市街地を対象にした通風環境の分析を行った。次に、算出された風速値の妥当性を
示すとともに、市街地の傾斜区分別および傾斜方向別に分析した結果を比較した。さら
に、村上らが提案している気温に着目した通風環境の評価手法を適用し、長崎市中心部
の月ごとの通風環境の評価を行った。 
 第６章では、第３章から第５章までに得られた知見を結論にまとめた。また、本研究
を実施する中で明らかになった今後の課題と展望についても言及した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
